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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
アクリルエステル系単量体、ケイ素含有アクリルエステル系単量体、スチレン系単量体、
ケイ素含有スチレン系単量体、Ｎ－ビニル複素環式単量体及びビニルエステル系単量体か
らなる一群から２種乃至５種選択された単量体を調合し、ラジカル重合開始剤を添加して
重合させ、該重合終了後の共重合体から得られる眼用レンズを基にした紫外線吸収性眼用
レンズの製造方法であって、
　前記共重合体から得られる眼用レンズを、反応性紫外線吸収剤のアルコール溶液に浸漬
する手順と、
　前記眼用レンズを浸漬している前記反応性紫外線吸収剤のアルコール溶液に過酸化物及
び過酸化物分解促進剤を添加する手順と、
　該過酸化物及び該過酸化物分解促進剤が添加された前記反応性紫外線吸収剤のアルコー
ル溶液を加熱して、該溶液に浸漬されている前記眼用レンズ表面に前記反応性紫外線吸収
剤をグラフト重合する手順と、
　を備え、
　前記反応性紫外線吸収剤のアルコール溶液は、２－ヒドロキシ－４－（２－メタクリロ
イルオキシ）エトキシベンゾフェノンのメタノール溶液、５－クロロ－２－｛２′－ヒド
ロキシ－４′－（ｐ－ビニルベンジルオキシ－２－ヒドロキシプロピルオキシ）｝フェニ
ル－２Ｈ－ベンゾトリアゾールのメタノール溶液、２－（２′－ヒドロキシ－５′－メタ
クリロイルオキシエトキシフェニル）－５－ターシャリ－ブチル－２Ｈ－ベンゾトリアゾ
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ールのメタノール溶液、２－（２′－ヒドロキシ－５′－メタクリロイルオキシエチルフ
ェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾールのエタノール溶液及び４－ターシャリ－ブチル－４
′－（２－メタクリロイルオキシエトキシ）ジベンゾイルメタンのエタノール溶液からな
る一群から選択されることを特徴とする紫外線吸収性眼用レンズの製造方法。
【請求項２】
前記過酸化物は、ラウロイルパーオキサイドであり、
　前記過酸化物分解促進剤は、ナフテン酸コバルト、ナフテン酸マンガン、五酸化バナジ
ウム、ジメチルアニリン、４級アンモニウム及び２価鉄塩からなる一群から選択されるこ
とを特徴とする請求項１に記載の紫外線吸収性眼用レンズの製造方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、紫外線吸収性眼用レンズ及びその製造方法に関する。更に詳しく述べるなら、
紫外線吸収性化合物をコンタクトレンズや眼内レンズなどの眼用レンズ表面にグラフト重
合することにより、紫外線吸収性眼用レンズを簡単に製造する方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
太陽光線に含まれている紫外線は、人体に対し有害な影響を与えることは一般に知られて
いる。とりわけ、人体の眼に対しては、紫外線は角膜や結膜の病変や水晶体病変の発現要
因の１つと考えられている。このことから、コンタクトレンズ（以下、ＣＬ）や眼内レン
ズ（以下、ＩＯＬ）には紫外線遮蔽機能を付与することが望まれ、近年、これらのレンズ
に紫外線吸収剤を使用するようになった。紫外線遮蔽機能を付与するにあたり、当初は紫
外線吸収剤をレンズ原料に添加して使用していたが、この方法では、レンズ加工時やレン
ズ製造時に紫外線吸収剤が溶出してしまうという欠点があった。特に、含水性ソフトＣＬ
は製造時に膨潤処理工程や消毒処理工程が必要であり、この際に紫外線吸収剤が溶出して
しまう傾向があった。
【０００３】
そこで、この問題を解決するために、いわゆる反応性の紫外線吸収剤を用いる方法が採用
された。例えば、ベンゾフェノン系化合物とアクリル酸のエステル（特公昭３６－６７７
１号公報）をレンズ原料モノマーと共重合する方法やベンゾトリアゾール系化合物とエチ
レン性不飽和化合物とを共重合する方法（特公昭３８－２５０３６号公報）の適用が検討
された。すなわち、特開昭６２－２９６１１７号公報に見られるように、上述の技術思想
を利用した方法を用いてＣＬに紫外線吸収効果を付与する技術が一般的に採用されている
。
【０００４】
また最近でも、特開平６－１７２７４２、特開平７－９０１１７号公報で特定のベンゾト
リアゾール系化合物を有機重合体に含有させた組成物が、特開平８－３１１０４５号公報
では特定のベンゾトリアゾール系化合物とレンズ原料モノマーとを共重合したレンズが、
更に特開平９－２３５３０９号公報では特定のベンゾトリアゾール化合物の共重合体をレ
ンズ原料モノマーに混合して重合するという、いわゆるポリマーブレンドとしての技術を
開示している。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
近年では眼への負担を軽減するために、ヒドロゲルからなる高含水性ＣＬやシロキサン結
合を有する重合体からなる酸素透過性ＣＬが広く使用されている。しかし、これらのＣＬ
を構成する原料モノマーは、一般的に使用される紫外線吸収性化合物とは相溶性が悪く、
そのため単に両者を共重合する方法では、透明な重合体が得られず、また、ＣＬとして利
用するうちに紫外線吸収性化合物が溶出してしまう欠点があった。
【０００６】
紫外線吸収性化合物と有機重合体とからなる組成物では、別個のものを単に混合したもの
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であるため、有機重合体に該化合物を均一に配合することが難しく、従って、該有機重合
体が不透明になったり、また、該化合物が重合体から溶出したりする場合がありＣＬとし
ての使用には不適当であった。
【０００７】
ところで、最近ではＣＬの製造は成形型を用いた方法が採用されている。この方法は、Ｃ
Ｌ形状をした成形型に調製した原料モノマーを充填して重合するものであるが、重合反応
エネルギーには紫外線を用いると便利である。
【０００８】
しかし、この紫外線による重合方法により、反応性の紫外線吸収性化合物とレンズ原料モ
ノマーとを共重合する場合には、該化合物が重合反応エネルギーである紫外線を吸収して
しまい重合反応の進行が抑制され、レンズ成形体中に白濁が生じたり、未反応モノマーが
残留する場合などがあり、成形型によるＣＬの製造方法では重合反応エネルギーには紫外
線を用いるには問題が生じた。
【０００９】
そこで、本発明の目的は、紫外線吸収性化合物が溶出しない眼用レンズを提供すること、
及び、必要に応じてハードＣＬやソフトＣＬ及びＩＯＬなどの各種材料に簡単に紫外線吸
収効果を付与する製造方法を提供することである。
【００１０】
また、本発明の目的は、紫外線吸収効果を有する眼用レンズの成形型による製造でも紫外
線重合方法を採用できる方法を提供することである。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
本発明は、アクリルエステル系単量体、ケイ素含有アクリルエステル系単量体、スチレン
系単量体、ケイ素含有スチレン系単量体、Ｎ－ビニル複素環式単量体及びビニルエステル
系単量体からなる一群から２種乃至５種選択された単量体を調合し、ラジカル重合開始剤
を添加して重合させ、該重合終了後の共重合体から得られる眼用レンズを基にした紫外線
吸収性眼用レンズの製造方法であって、前記共重合体から得られる眼用レンズを、反応性
紫外線吸収剤のアルコール溶液に浸漬する手順と、前記眼用レンズを浸漬している前記反
応性紫外線吸収剤のアルコール溶液に過酸化物及び過酸化物分解促進剤を添加する手順と
、該過酸化物及び該過酸化物分解促進剤が添加された前記反応性紫外線吸収剤のアルコー
ル溶液を加熱して、該溶液に浸漬されている前記眼用レンズ表面に前記反応性紫外線吸収
剤をグラフト重合する手順と、を備え、前記反応性紫外線吸収剤のアルコール溶液は、２
－ヒドロキシ－４－（２－メタクリロイルオキシ）エトキシベンゾフェノンのメタノール
溶液、５－クロロ－２－｛２′－ヒドロキシ－４′－（ｐ－ビニルベンジルオキシ－２－
ヒドロキシプロピルオキシ）｝フェニル－２Ｈ－ベンゾトリアゾールのメタノール溶液、
２－（２′－ヒドロキシ－５′－メタクリロイルオキシエトキシフェニル）－５－ターシ
ャリ－ブチル－２Ｈ－ベンゾトリアゾールのメタノール溶液、２－（２′－ヒドロキシ－
５′－メタクリロイルオキシエチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾールのエタノール
溶液及び４－ターシャリ－ブチル－４′－（２－メタクリロイルオキシエトキシ）ジベン
ゾイルメタンのエタノール溶液からなる一群から選択されることを特徴とする紫外線吸収
性眼用レンズの製造方法である。
【００１２】
　本発明は、前記過酸化物は、ラウロイルパーオキサイドであり、前記過酸化物分解促進
剤は、ナフテン酸コバルト、ナフテン酸マンガン、五酸化バナジウム、ジメチルアニリン
、４級アンモニウム及び２価鉄塩からなる一群から選択されることを特徴とする紫外線吸
収性眼用レンズの製造方法である。
【００１３】
　以上のように、本発明は、アクリルエステル系単量体、ケイ素含有アクリルエステル系
単量体、スチレン系単量体、ケイ素含有スチレン系単量体，Ｎ－ビニル複素環式単量体及
びビニルエステル系単量体からなる一群から２種乃至５種選択された単量体を共重合させ
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、かかる共重合体から得られる眼用レンズに、事後、アルコール溶液中で反応性紫外線吸
収剤をグラフト重合することにより、レンズの基となる共重合体の生成時に紫外線吸収剤
による干渉を受けることなく、かつ、アルコールによる共重合体への浸透作用により、反
応性紫外線化合物をレンズへ強固に結合させることができるという効果を奏する。
【００１４】
【発明の実施の形態】
本発明で使用する紫外線吸収性化合物は反応性のものであれば何でも良いが、ラジカル重
合性官能基を有するベンゾフェノン系、ベンゾトリアゾール系またはジベンゾイルメタン
系のものが好ましい。具体的には、２－ヒドロキシ－４－｛２－（メタ）アクリロイルオ
キシ｝エトキシベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－｛２－（メタ）アクリロイルオキ
シ｝ブトキシベンゾフェノン、２，２′－ジヒドロキシ－４－｛２－（メタ）アクリロイ
ルオキシ｝エトキシベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－｛２－（メタ）アクリロイル
オキシ｝エトキシ－４′－ターシャリ－ブチルベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－｛
２－（メタ）アクリロイルオキシ｝エトキシ－４′－（２－ヒドロキシエトキシ）ベンゾ
フェノン、２－（２′－ヒドロキシ－５′－（メタ）アクリロイルオキシエチルフェニル
）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（２′－ヒドロキシ－５′－（メタ）アクリロイル
オキシエチルフェニル）－５－クロロ－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（２′－ヒドロ
キシ－５′－（メタ）アクリロイルオキシプロピルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾー
ル、２－（２′－ヒドロキシ－５′－（メタ）アクリロイルオキシプロピルフェニル）－
５－クロロ－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（２′－ヒドロキシ－３′－ターシャリ－
ブチル－５′－（メタ）アクリロイルオキシエチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾー
ル、２－（２′－ヒドロキシ－３′－ターシャリ－ブチル－５′－（メタ）アクリロイル
オキシエチルフェニル）－５－クロロ－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－｛２′－ヒドロ
キシ－５′－（メタ）アクリロイルオキシエトキシフェニル｝－５－クロロ－２Ｈ－ベン
ゾトリアゾール、２－｛２′－ヒドロキシ－５′－（メタ）アクリロイルオキシエトキシ
フェニル｝－５－ターシャリ－ブチル－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－｛２′－ヒドロ
キシ－３′－ターシャリ－ブチル－５′－（メタ）アクリロイルオキシエトキシフェニル
｝－５－クロロ－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－｛２′－ヒドロキシ－３′－ターシャ
リ－ブチル－５′－（メタ）アクリロイルオキシエトキシフェニル｝－５－ターシャリ－
ブチル－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－｛２′－ヒドロキシ－４′－（ｐ－ビニルベン
ジルオキシ－２－ヒドロキシプロピルオキシ）｝フェニル－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、
５－クロロ－２－｛２′－ヒドロキシ－４′－（ｐ－ビニルベンジルオキシ－２－ヒドロ
キシプロピルオキシ）｝フェニル－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－｛２′－ヒドロキシ
－３′－（メタ）アクリルアミノ－５′－エチルフェニル－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、
４－ターシャリ－ブチル－４′－（２－（メタ）アクリロイルオキシエトキシ）ジベンゾ
イルメタン、４－クロロ－４′－（２－（メタ）アクリロイルオキシエトキシ）ジベンゾ
イルメタン等が挙げられる。これらの紫外線吸収性化合物は有機溶媒、好ましくはメタノ
ールまたはエタノールに溶解してグラフト重合に供される。
【００１５】
また、本発明のグラフト重合に用いる重合開始剤としては、具体例として、メチルエチル
ケトンパーオキサイド、シクロヘキサノンパーオキサイド、メチルシクロヘキサノンパー
オキサイド、メチルアセトアセテートパーオキサイド、アセチルアセトンパーオキサイド
、１，１－ビス（ｔ－ヘキシルパーオキシ）３，３，５－トリメチルシクロヘキサン、１
，１－ビス（ｔ－ヘキシルパーオキシ）シクロヘキサン、１，１－ビス（ｔ－ブチルパー
オキシ）３，３，５－トリメチルシクロヘキサン、１，１－ビス（ｔ－ブチルパーオキシ
）シクロヘキサン、１，１－ビス（ｔ－ブチルパーオキシ）シクロドデカン、２，２－ビ
ス（ｔ－ブチルパーオキシ）ブタン、ｎ－ブチル４，４－ビス（ｔ－ブチルパーオキシ）
バレレート、２，２－ビス（４，４－ジ－ｔ－ブチルパーオキシシクロヘキシル）プロパ
ン、ｐ－メンタンハイドロパーオキサイド、ジイソプロピルベンゼンハイドロパーオキサ
イド、１，１，３，３－テトラメチルブチルハイドロパーオキサイド、クメンハイドロパ
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ーオキサイド、ｔ－ヘキシルハイドロパーオキサイド、ｔ－ブチルハイドロパーオキサイ
ド、α，α′－ビス（ｔ－ブチルパーオキシ）ジイソプロピルベンゼン、ジクミルパーオ
キサイド、２，５－ジメチル－２，５－ビス（ｔ－ブチルパーオキシ）ヘキサン、ｔ－ブ
チルクミルパーオキサイド、ジ－ｔ－ブチルパーオキサイド、２，５－ジメチル－２，５
－ビス（ｔ－ブチルパーオキシ）ヘキセン－３、イソブチリルパーオキサイド、２，４－
ジクロロベンゾイルパーオキサイド、３，５，５－トリメチルヘキサノイルパーオキサイ
ド、オクタノイルパーオキサイド、ラウロイルパーオキサイド、ステアロイルパーオキサ
イド、コハク酸パーオキサイド、ｍ－トルオイルパーオキサイド、ベンゾイルパーオキサ
イド、ジ－ｎ－プロピルパーオキシジカーボネート、ビス（４－ｔ－ブチルシクロヘキシ
ル）パーオキシジカーボネート、ジ－２－エトキシエチルパーオキシジカーボネート、ジ
－２－エチルヘキシルパーオキシジカーボネート、ジ－２－メトキシブチルパーオキシカ
ーボネート、ジ（３－メチル－３－メトキシブチル）パーオキシジカーボネート、α，α
′－ビス（ネオデカノイルパーオキシ）ジイソプロピルベンゼン、クミルパーオキシネオ
デカノエート、１，１，３，３－テトラメチルブチルパーオキシネオデカノエート、１－
シクロヘキシル－１－メチルエチルパーオキシネオデカノエート、ｔ－ヘキシルパーオキ
シネオデカノエート、ｔ－ブチルパーオキシネオデカノエート、ｔ－ヘキシルパーオキシ
ピバレート、ｔ－ブチルパーオキシピバレート、１，１，３，３－テトラメチルブチルパ
ーオキシ－２－エチルヘキサノエート、２，５－ジメチル－２，５－ビス（２－エチルヘ
キサノイルパーオキシ）ヘキサン、１－シクロヘキシル－１－メチルエチルパーオキシ－
２－エチルヘキサノエート、ｔ－ヘキシルパーオキシ－２－エチルヘキサノエート、ｔ－
ブチルパーオキシ－２－エチルヘキサノエート、ｔ－ブチルパーオキシイソブチレート、
ｔ－ヘキシルパーオキシイソプロピルモノカーボネート、ｔ－ブチルパーオキシ－３，５
，５－トリメチルヘキサノエート、ｔ－ブチルパーオキシラウレート、２，５－ジメチル
－２，５－ビス（ｍ－トリオイルパーオキシ）ヘキサン、ｔ－ブチルパーオキシイソプロ
ピルモノカーボネート、ｔ－ブチルパーオキシ－２－エチルヘキシルモノカーボネート、
ｔ－ヘキシルパーオキシベンゾエート、２，５－ジメチル－２，５－ビス（ベンゾイルパ
ーオキシ）ヘキサン、ｔ－ブチルパーオキシアセテート、ｔ－ブチルパーオキシ－ｍ－ト
ルオイルベンゾエート、ｔ－ブチルパーオキシベンゾエート、ビス（ｔ－ブチルパーオキ
シ）イソフタレート、ｔ－ブチルパーオキシアリルモノカーボネート、ｔ－ブチルトリメ
チルシリルパーオキサイド、３，３′，４，４′－テトラ（ｔ－ブチルパーオキシカルボ
ニル）ベンゾフェノン、及び過酸化水素などが挙げられ、これら過酸化物は単独で使用し
ても良いし過酸化物の分解促進剤と組み合わせても良い。分解促進剤を組み合わせて使用
することにより、コンタクトレンズ表面に均一なグラフト重合を可能にし、また短時間、
低温で処理をすることも可能なのでコンタクトレンズ表面が痛みにくい。分解促進剤の具
体例としては、ナフテン酸コバルト、ナフテン酸マンガン、五酸化バナジウム、ジメチル
アニリン、４級アンモニウム塩、２価鉄塩などが挙げられる。
【００１６】
また、本発明ではコンタクトレンズ及び眼内レンズに反応性紫外線吸収性化合物のグラフ
ト重合を行う前に、重合が進行し易いようにあらかじめレンズ表面にプラズマ照射をする
ことも可能である。プラズマを照射することでラジカルが発生し易く高効率でグラフト重
合が進行する。
【００１７】
本発明のグラフト重合に用いるコンタクトレンズ及び眼内レンズは、（メタ）アクリルエ
ステル系単量体、ケイ素含有（メタ）アクリルエステル系単量体、スチレン系単量体、ケ
イ素含有スチレン系単量体、Ｎ－ビニル複素環式単量体、ビニルエステル系単量体から選
ばれ、これら単量体と共重合可能な単量体を含む共重合体である。
【００１８】
本発明に使用する単量体の具体例として、ペンタメチルジシロキサニルメチル（メタ）ア
クリレート、ペンタメチルジシロキサニルプロピル（メタ）アクリレート、トリス（トリ
メチルシロキシ）シリルプロピル（メタ）アクリレート、メチルビス（トリメチルシロキ
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シ）シリルプロピル（メタ）アクリレート、イソブチルヘキサメチルトリシロキサニルメ
チル（メタ）アクリレート、トリメチルシリルメチル（メタ）アクリレート、トリメチル
シリルプロピル（メタ）アクリレート、トリス（トリメチルシロキシ）シリルプロピルグ
リセロール（メタ）アクリレート、メチルビス（トリメチルシロキシ）シリルプロピルグ
リセロール（メタ）アクリレート、トリス（トリメチルシロキシ）シリルスチレン、２－
メチル－４－トリス（トリメチルシロキシ）シリルスチレン、トリメチルシリルスチレン
、２－メチル－４－トリメチルシリルスチレン、ペンタメチルジシロキサニルスチレン、
２－メチル－４－ペンタメチルジシロキサニルスチレン、ヘプタメチルトリシロキサニル
スチレン、２－メチル－４－ヘプタメチルトリシロキサニルスチレン、ノナメチルテトラ
シロキサニルスチレン、２－メチル－４－ノナメチルテトラシロキサニルスチレン、ペン
タデカメチルヘプタシロキサニルスチレン、２－メチル－４－ペンタデカメチルヘプタシ
ロキサニルスチレン、ビス（トリメチルシロキシ）メチルシリルスチレン、２－メチル－
４－ビス（トリメチルシロキシ）メチルシリルスチレン、（トリメチルシロキシ）（ペン
タメチルジシロキシ）メチルシリルスチレン、２－メチル－４－（トリメチルシロキシ）
（ペンタメチルジシロキシ）メチルシリルスチレン、トリス（ペンタメチルジシロキシ）
シリルスチレン、２－メチル－４－トリス（ペンタメチルジシロキシ）シリルスチレン、
（トリス（トリメチルシロキシ）シロキサニル）（ビス（トリメチルシロキシ））シリル
スチレン、２－メチル－４－（トリス（トリメチルシロキシ）シロキサニル）（ビス（ト
リメチルシロキシ））シリルスチレン、（ビス（ヘプタメチルトリシロキシ））メチルシ
リルスチレン、２－メチル－４－（ビス（ヘプタメチルトリシロキシ））メチルシリルス
チレン、トリス（トリス（トリメチルシロキシ）シロキシ）シリルスチレン、２－メチル
－４－トリス（トリス（トリメチルシロキシ）シロキシ）シリルスチレンなどのケイ素含
有単量体や、メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、プロピル（メ
タ）アクリレート、ｉ－プロピル（メタ）アクリレート、ｎ－ブチル（メタ）アクリレー
ト、ｉ－ブチル（メタ）アクリレート、ｔ－ブチル（メタ）アクリレート、ペンチル（メ
タ）アクリレート、ヘキシル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリ
レート、シクロヘキシル（メタ）アクリレート、トリメチルシクロヘキシル（メタ）アク
リレート、ヘプチル（メタ）アクリレート、オクチル（メタ）アクリレート、ノニル（メ
タ）アクリレート、デシル（メタ）アクリレート、ドデシル（メタ）アクリレート、ラウ
リル（メタ）アクリレート、トリデシル（メタ）アクリレート、テトラデシル（メタ）ア
クリレート、３－メチルトリデシル（メタ）アクリレート、６－メチルトリデシル（メタ
）アクリレート、７－メチルトリデシル（メタ）アクリレート、２，１１－ジメチルドデ
シル（メタ）アクリレート、２，７－ジメチル－４，５－ジエチルオクチル（メタ）アク
リレート、ペンタデシル（メタ）アクリレート、ステアリル（メタ）アクリレート、ｉ－
ステアリル（メタ）アクリレート、アリル（メタ）アクリレート、フェニル（メタ）アク
リレート、ベンジル（メタ）アクリレート、イソボニル（メタ）アクリレート、スチレン
、メチルスチレン、ジメチルスチレン、トリメチルスチレン、エチルスチレン、ジエチル
スチレン、ｔ－ブチルスチレンなどの直鎖状、分岐鎖状または環状のアルキル（メタ）ア
クリレート及びアルキルスチレン等や、Ｎ－ビニルピロリドンやギ酸ビニル、酢酸ビニル
、酪酸ビニル、クロトン酸ビニル、カプリル酸ビニル、ラウリン酸ビニル、オレイン酸ビ
ニル、ステアリン酸ビニル、アクリル酸ビニルなどのビニルエステルが挙げられる。
【００１９】
本発明に使用する有機重合体は、通常のラジカル重合により得ることができ、ラジカル重
合開始剤として例えば、２，２′－アゾビスイソブチロニトリル、１，１′－アゾビス（
シクロヘキサン－１－カルボニトリル）、２，２′－アゾビス（２－メチルブチロニトリ
ル）、２，２′－アゾビス（２，４－ジメチルバレロニトリル）、２，２′－アゾビス（
４－メトキシ－２，４－ジメチルバレロニトリル）、２，２′－アゾビスイソ酪酸ジメチ
ル、２，２′－アゾビス（２，４，４－トリメチルペンタン）に代表されるアゾ化合物や
、ベンゾイルパーオキサイド、ラウロイルパーオキサイド、ステアロイルパーオキサイド
、ビス（４－ターシャリ－ブチルシクロヘキシル）パーオキシジカーボネート、α，α′
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－ビス（ターシャリ－ブチルペルオキシ）ジイソプロピルベンゼン、ジクミルパーオキサ
イド、２，５－ジメチル－２，５－ビス（ターシャリ－ブチルペルオキシ）ヘキサンに代
表される過酸化物を使用することができる。
【００２０】
本発明は、紫外線吸収効果を付与すべき眼用レンズをレンズ形状の成形型内にて紫外線重
合を行なう場合に有効なものであるが、従来よりのチューブ状の型中で重合をした後に目
的とするＣＬ形状に切削、研磨を施す方法も用いられる。従って、眼用レンズの重合方法
は加熱重合や、紫外線照射、γ線照射による重合法を用いることができる。
【００２１】
次に、本発明における実施例を以下に示すが、本発明はかかる実施例のみに限定されるも
のではない。
【００２２】
【実施例】
（実施例１～３）
表に示すように各モノマーを調合し、２，２′－アゾビスイソブチロニトリル０．０２重
量部を加え、各成分が均一になるように充分撹拌した後、内径１５ｍｍ、深さ３００ｍｍ
のポリプロピレン製の試験管に注入し、窒素置換した後３５℃から５０℃を３０分で昇温
し、５０℃を１５時間保ちその後７５℃まで８時間かけて昇温して重合させた。重合終了
後、乾燥機内に移し９０℃で一晩乾燥した後、ポリプロピレン製の試験管から離型し、９
０℃のシリコンオイル中に３時間浸漬した後、１１７℃の真空乾燥機で一晩乾燥し棒状の
共重合体を得た。得られた共重合体をＣＬ形状に切削し、更に研磨してハードＣＬを得た
。
【００２３】
得られたハードＣＬを、反応性紫外線吸収剤である２－ヒドロキシ－４－（２－メタクリ
ロイルオキシ）エトキシベンゾフェノンの１％メタノール溶液に浸漬し、メタノール溶液
１００重量部に対してラウロイルパーオキサイド０．０１重量部を添加し、５０℃で３０
分間加熱してハードＣＬ表面に紫外線吸収剤をグラフト重合した。これら紫外線吸収剤を
グラフトしたハードＣＬは優れた紫外線吸収能を有していた。
【００２４】
（実施例４）
実施例３と同じハードＣＬに反応性紫外線吸収剤である５－クロロ－２－｛２′－ヒドロ
キシ－４′－（ｐ－ビニルベンジルオキシ－２－ヒドロキシプロピルオキシ）｝フェニル
－２Ｈ－ベンゾトリアゾールの１％メタノール溶液に浸漬し、メタノール溶液１００重量
部に対してラウロイルパーオキサイド０．０１重量部を添加し、５０℃で３０分間加熱し
てハードＣＬ表面に紫外線吸収剤をグラフト重合した。これら紫外線吸収剤をグラフトし
たハードＣＬは優れた紫外線吸収能を有していた。
【００２５】
（実施例５～６）
表に示すように各モノマーを調合し、２，２′－アゾビスイソブチロニトリル０．０１重
量部を加え、各成分が均一になるように充分撹拌した後、内径１５ｍｍ、深さ３００ｍｍ
のポリプロピレン製の試験管に注入し、窒素置換した後３５℃から６０℃を９０分で昇温
し、６０℃を２０時間保ちその後９０℃まで８時間かけて昇温して重合させた。重合終了
後、乾燥機内に移し９０℃で一晩乾燥した後、ポリプロピレン製の試験管から離型し、９
０℃のシリコンオイル中に３時間浸漬した後、１００℃の真空乾燥機で一晩乾燥し棒状の
共重合体を得た。得られた共重合体を所定の厚さに切削し、更に研磨してドライレンズを
得た。得られたドライレンズを、生理食塩水で３時間煮沸して含水性ソフトＣＬを得た。
【００２６】
得られた含水性ソフトＣＬを、反応性紫外線吸収剤である２－（２′－ヒドロキシ－５′
－メタクリロイルオキシエトキシフェニル）－５－ターシャリ－ブチル－２Ｈ－ベンゾト
リアゾールの０．８％メタノール溶液に浸漬し、メタノール溶液１００重量部に対してラ
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ウロイルパーオキサイド０．０１重量部を添加し、５０℃で１時間加熱してソフトコンタ
クトレンズ表面に紫外線吸収剤をグラフト重合した。これら紫外線吸収剤をグラフトした
ソフトＣＬは優れた紫外線吸収能を有していた。
【００２７】
（実施例７）
表に示すように各モノマーを調合し、１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトン０．
０２重量部を加え、各成分が均一になるように充分撹拌した後、ポリプロピレン製のＣＬ
形状の成形型に充填して紫外線照射装置内で高圧水銀灯により紫外線照射エネルギー１５
．３ｍＷ／ｃｍ2 で３０分間照射してレンズ状成形体を得た。
【００２８】
得られたレンズ状成形体を、反応性紫外線吸収剤である２－（２′－ヒドロキシ－５′－
メタクリロイルオキシエチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾールの０．５％エタノー
ル溶液に浸漬し、エタノール溶液１００重量部に対してラウロイルパーオキサイド０．０
１重量部を添加し、５０℃で１時間加熱してレンズ状成形体表面に紫外線吸収剤をグラフ
ト重合した。グラフト重合終了後、メタノールと蒸留水を８：２の割合で混合した水溶液
に、水酸化ナトリウムを１．０ｍｏｌ／ｌの濃度になるように添加して該グラフト重合終
了後レンズ状成形体を浸漬し、常温で１時間以上加水分解を行った。その後レンズ状成形
体を取り出し多量の水で洗浄した。この紫外線吸収剤をグラフトした架橋ポリビニルアル
コール製ソフトＣＬは優れた紫外線吸収能を有していた。
【００２９】
（実施例８）
実施例７と同じレンズ状成形体を用意し、これに反応性紫外線吸収剤である４－ターシャ
リ－ブチル－４′－（２－メタクリロイルオキシエトキシ）ジベンゾイルメタンの０．３
％エタノール溶液に浸漬し、エタノール溶液１００重量部に対してラウロイルパーオキサ
イド０．０１重量部を添加し、５０℃で１時間加熱してレンズ状重合体表面に紫外線吸収
剤をグラフト重合した。グラフト重合終了後、メタノールと蒸留水を８：２の割合で混合
した水溶液に、水酸化ナトリウムを１．０ｍｏｌ／ｌの濃度になるように添加して該グラ
フト重合終了後レンズ状成形体を浸漬し、常温で１時間以上加水分解を行った。その後レ
ンズ状成形体を取り出し多量の水で洗浄した。この紫外線吸収剤をグラフトした架橋ポリ
ビニルアルコール製ソフトＣＬは優れた紫外線吸収能を有していた。
【００３０】
実施例１～８で得られた紫外線吸収能を有するＣＬの耐溶出性を検討した。検討項目は以
下４項目である。
【００３１】
１　有機溶媒抽出
実施例１～８で得られた紫外線吸収能を有するＣＬをアセトン及びメタノールに２４時間
浸漬した後にレンズを取り出して光線透過率を測定。
【００３２】
２　純水抽出
実施例１～８で得られた紫外線吸収能を有するＣＬを純水にて１０時間煮沸した後にレン
ズを取り出して光線透過率を測定。
【００３３】
３　オートクレーブ処理
実施例１～８で得られた紫外線吸収能を有するＣＬを生理食塩水中にて１２１℃、６０分
間オートクレーブにて加熱した後にレンズを取り出して光線透過率を測定。
【００３４】
４　ｐＨ変化
実施例１～８で得られた紫外線吸収能を有するＣＬをｐＨ３，７，１１の生理食塩水中に
５０℃で２４時間浸漬した後にレンズを取り出して光線透過率を測定。
【００３５】
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実施例１～８で得られた紫外線吸収能を有するＣＬは上記４項目の試験においても、紫外
線吸収剤が溶出せず、優れた紫外線吸収能を有していた。
【００３６】
また、実施例１～８において過酸化物分解促進剤を併用した場合には反応時間を短縮でき
たり、反応温度を低く設定することができ、ＣＬに悪影響を及ぼし難かった。
【００３７】
ここで、図１に実施例１での紫外線吸収性化合物をグラフト重合する前後の眼用レンズの
紫外可視吸収スペクトル、図２にオートクレーブ処理する前後のスペクトル、図３に純水
抽出する前後のスペクトル、図４にメタノールによる有機溶媒抽出する前後のスペクトル
、図５にアセトンによる有機溶媒抽出する前後のスペクトルをそれぞれ示す。
【００３８】
【表１】
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【００３９】
ＳｉＭＡ：トリス（トリメチルシロキシ）シリルプロピルメタクリレート
ＭＭＡ：メチルメタクリレート
ｔ－ＢｕＭＡ：ターシャリ－ブチルメタクリレート
ＨＥＭＡ：２－ヒドロキシエチルメタクリレート
ＭＡＡ：メタクリル酸
ＥＤＭＡ：エチレングリコールジメタクリレート
ＮＶＰ：Ｎ－ビニルピロリドン
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ＶＡｃ：酢酸ビニル
ＴＡＩＣ：トリアリルイソシアヌレート
【００４０】
（比較例１～３）
表に示すように各モノマーを調合し、２，２′－アゾビスイソブチロニトリル０．０２重
量部と２－ヒドロキシ－４－（２－メタクリロイルオキシ）エトキシベンゾフェノン０．
０３重量部を加え、各成分が均一になるように充分撹拌した後、内径１５ｍｍ、深さ３０
０ｍｍのポリプロピレン製の試験管に注入し、窒素置換した後３５℃から５０℃を３０分
で昇温し、５０℃を１５時間保ちその後７５℃まで８時間かけて昇温して重合させた。重
合終了後、乾燥機内に移し９０℃で一晩乾燥した後、ポリプロピレン製の試験管から離型
し、９０℃のシリコンオイル中に３時間浸漬した後、１１７℃の真空乾燥機で一晩乾燥し
棒状の共重合体を得た。得られた共重合体をＣＬ形状に切削し、更に研磨してハードＣＬ
を得た。これらハードＣＬは紫外線吸収能を有しているが、レンズ材料と紫外線吸収剤と
の相溶性が悪く、不透明なものであった。
【００４１】
（比較例４）
表に示すように各モノマーを調合し、２，２′－アゾビスイソブチロニトリル０．０２重
量部と５－クロロ－２－｛２′－ヒドロキシ－４′－（ｐ－ビニルベンジルオキシ－２－
ヒドロキシプロピルオキシ）｝フェニル－２Ｈ－ベンゾトリアゾール０．０３重量部を加
え、各成分が均一になるように充分撹拌した後、内径１５ｍｍ、深さ３００ｍｍのポリプ
ロピレン製の試験管に注入し、窒素置換した後３５℃から５０℃を３０分で昇温し、５０
℃を１５時間保ちその後７５℃まで８時間かけて昇温して重合させた。重合終了後、乾燥
機内に移し９０℃で一晩乾燥した後、ポリプロピレン製の試験管から離型し、９０℃のシ
リコンオイル中に３時間浸漬した後、１１７℃の真空乾燥機で一晩乾燥し棒状の共重合体
を得た。得られた共重合体をＣＬ形状に切削し、更に研磨してハードＣＬを得た。このハ
ードＣＬは紫外線吸収能を有しているが、レンズ材料と紫外線吸収剤との相溶性が悪く、
不透明なものであった。
【００４２】
（比較例５～６）
表に示すように各モノマーを調合し、２，２′－アゾビスイソブチロニトリル０．０１重
量部と２－（２′－ヒドロキシ－５′－メタクリロイルオキシエトキシフェニル）－５－
ターシャリ－ブチル－２Ｈ－ベンゾトリアゾール０．０３重量部を加え、各成分が均一に
なるように充分撹拌した後、内径１５ｍｍ、深さ３００ｍｍのポリプロピレン製の試験管
に注入し、窒素置換した後３５℃から６０℃を９０分で昇温し、６０℃を２０時間保ちそ
の後９０℃まで８時間かけて昇温して重合させた。重合終了後、乾燥機内に移し９０℃で
一晩乾燥した後、ポリプロピレン製の試験管から離型し、９０℃のシリコンオイル中に３
時間浸漬した後、１００℃の真空乾燥機で一晩乾燥し棒状の共重合体を得た。得られた共
重合体を所定の厚さに切削し、更に研磨してドライレンズを得た。得られたドライレンズ
を、生理食塩水で３時間煮沸して含水性ソフトＣＬを得た。これら含水性ソフトＣＬは紫
外線吸収能を有しているが、レンズ材料と紫外線吸収剤との相溶性が悪く、不透明なもの
であった。
【００４３】
（比較例７）
表に示すように各モノマーを調合し、１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトン０．
０２重量部と２－（２′－ヒドロキシ－５′－メタクリロイルオキシエチルフェニル）－
２Ｈ－ベンゾトリアゾール０．０３重量部を加え、各成分が均一になるように充分撹拌し
た後、ポリプロピレン製のＣＬ形状の成形型に充填して紫外線照射装置内で高圧水銀灯に
より紫外線照射エネルギー１５．３ｍＷ／ｃｍ2 で３０分間照射してレンズ状成形体を得
た。
【００４４】
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メタノールと蒸留水を８：２の割合で混合した水溶液に、水酸化ナトリウムを１．０ｍｏ
ｌ／ｌの濃度になるように添加して該レンズ状重合体を浸漬し、常温で１時間以上加水分
解を行った。その後レンズ状成形体を取り出し多量の水で洗浄し架橋ポリビニルアルコー
ル製ソフトＣＬを得た。このソフトＣＬは紫外線吸収性化合物が重合時に重合反応エネル
ギーである紫外線を吸収してしまい重合反応の進行が抑制され、レンズ状成形体中に白濁
が生じ、更に未反応モノマーも残留していた。
【００４５】
（比較例８）
表に示すように各モノマーを調合し、１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトン０．
０２重量部と４－ターシャリ－ブチル－４′－（２－メタクリロイルオキシエトキシ）ジ
ベンゾイルメタン０．０３重量部を加え、各成分が均一になるように充分撹拌した後、ポ
リプロピレン製のＣＬ形状の成形型に充填して紫外線照射装置内で高圧水銀灯により紫外
線照射エネルギー１５．３ｍＷ／ｃｍ2 で３０分間照射してレンズ状重合体を得た。
【００４６】
メタノールと蒸留水を８：２の割合で混合した水溶液に、水酸化ナトリウムを１．０ｍｏ
ｌ／ｌの濃度になるように添加して該レンズ状成形体を浸漬し、常温で１時間以上加水分
解を行った。その後レンズ状成形体を取り出し多量の水で洗浄し架橋ポリビニルアルコー
ル製ソフトＣＬを得た。このレンズ状成形体は紫外線吸収性化合物が重合時に重合反応エ
ネルギーである紫外線を吸収してしまい重合反応の進行が抑制され、レンズ成形体中に白
濁が生じ、更に未反応モノマーも残留していた。
【００４７】
【発明の効果】
本発明は、レンズ成形後の表面に反応性の紫外線吸収剤をグラフトするため、レンズ素材
との相溶性の問題や、紫外線吸収剤の溶出の心配がなく、またレンズ材料の重合方法を限
定することなく含水性、非含水性材料を問わず紫外線吸収能を付与することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　実施例１での紫外線吸収性化合物をグラフト重合する前後の眼用レンズの紫外
可視吸収スペクトルである。
【図２】　実施例１でのオートクレーブ処理する前後の眼用レンズの紫外可視吸収スペク
トルである。
【図３】　実施例１での純水抽出する前後の眼用レンズの紫外可視吸収スペクトルである
。
【図４】実施例１でのメタノールによる有機溶媒抽出する前後の眼用レンズの紫外可視吸
収スペクトルである。
【図５】実施例１でのアセトンによる有機溶媒抽出する前後の眼用レンズの紫外可視吸収
スペクトルである。



(13) JP 4418541 B2 2010.2.17

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(14) JP 4418541 B2 2010.2.17

【図５】



(15) JP 4418541 B2 2010.2.17

10

フロントページの続き

    審査官  鈴木　雅雄

(56)参考文献  特開平０１－２３０００３（ＪＰ，Ａ）
              特開昭６１－０８６２５９（ＪＰ，Ａ）
              特表平０２－５０２１３４（ＪＰ，Ａ）
              特開平０９－２６９４０１（ＪＰ，Ａ）
              特開平０５－１０５７７２（ＪＰ，Ａ）
              特開平０４－１７８４０３（ＪＰ，Ａ）
              特開平０９－１７９０７３（ＪＰ，Ａ）
              特開平０８－２２４２９５（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              G02C   7/04
              G02B   1/04
              G02B   1/10


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

